
　1847年に京都御所日ノ御門前に開講された公家の教育
機関、学習院を起源とする学習院大学。人文科学・社会科
学・自然科学にわたる5学部17学科が「学びの杜」に集い、
学生と教員がコミュニティの一員として対等に議論し、同
じ興味を追究するのびやかな校風を一貫して守り続けてい
ます。2026年4月には新学部「国際文化交流学部」も加
わりさらなる進化を続けます。
　高い研究力に裏打ちされた専門性と分野を超える学際性
をバランスよく修得し、分野と分野をつなぎ、共創をリー
ドする“T型人材”を育てます。また就職の強さにも定評が
あり、多彩なキャリア支援を展開。「面接対策セミナー」
は先輩・後輩の強い絆に支えられた特色あるプログラムで
す。

緑
豊
か
な
都
心
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で

専
門
性
と
学
際
性
を
そ
な
え
た

〈
Ｔ
型
人
材
〉へ
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分
野
や
学
年
を
超
え
た
交
流

教
授
陣
は
各
分
野
の
第
一
人
者

　

都
心
に
あ
り
な
が
ら
緑
豊
か
で
広
大
な

学
習
院
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
由
緒
あ

る
建
造
物
や
史
跡
が
最
先
端
の
研
究
棟
や

教
室
棟
と
美
し
く
調
和
し
て
い
ま
す
。

　

教
壇
に
立
つ
の
は
、「
そ
の
分
野
の
第

一
人
者
」
と
し
て
評
価
さ
れ
、
数
多
く
の

著
名
論
文
や
受
賞
経
験
を
持
つ
教
授
陣
で

す
。
少
人
数
教
育
の
も
と
、
教
授
や
学
生

同
士
が
近
い
距
離
間
で
最
先
端
の
知
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
学
識
・
経
験
を
持
つ
教

員
た
ち
に
よ
る
一
人
ひ
と
り
に
目
が
届
く

指
導
と
、
学
部
や
学
年
を
超
え
て
多
様
な

友
人
と
学
び
合
う
経
験
が
、
す
ぐ
れ
た
分

析
力
・
思
考
力
と
表
現
力
、
そ
し
て
確
か

な
行
動
力
を
育
み
ま
す
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
学
び
舎
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
後
押

し
し
、
生
涯
の
友
人
や
恩
師
を
得
ら
れ
る

理
想
的
な
環
境
で
す
。

２
０
２
３
年
竣
工
東
１
号
館

　

東
１
号
館
は
、
学
ぶ
人
の
視
野
を
ぐ
っ

と
広
げ
る
「
学
び
の
ハ
ブ
」
機
能
を
重
視
。

な
教
養
と
知
性
を
磨
く
こ
と
を
目
的
に
、

８
つ
の
学
科
を
設
置
。
基
礎
か
ら
先
端
領

域
ま
で
体
系
的
に
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
組
ま
れ
、
演
習
を
通
し
て
深
い
考
察
力

と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ

け
ま
す
。

　
「
理
学
部
」
は
学
生
数
に
対
す
る
教
員

の
数
が
極
め
て
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
物

理
、
化
学
、
生
命
科
学
科
で
は
豊
富
な
実

験
に
よ
る
実
践
重
視
の
教
育
を
通
し
て
、

数
学
科
で
は
１
年
次
か
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
を

通
し
て
、
柔
軟
な
思
考
力
と
問
題
を
秩
序

立
て
て
解
決
す
る
能
力
を
育
て
ま
す
。

　
「
国
際
社
会
科
学
部
」
で
は
国
際
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
と
社
会
の
課
題
に
取
り
組
む
あ

ら
ゆ
る
シ
ー
ン
で
柔
軟
に
、
か
つ
先
進
性

を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
掲

げ
、
特
色
あ
る
学
び
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
科
学
の
学
び
と
海
外
研
修
を
含
む

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
備

え
た
大
学
図
書
館
の
ほ
か
、
オ
ー
プ
ン
な

空
間
デ
ザ
イ
ン
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
学
習
支
援
機
能
を
盛
り
込
み
、
学
習

環
境
の
更
な
る
進
化
を
実
現
し
ま
す
。

人
文
、
社
会
、
自
然
科
学
を

網
羅
し
た
充
実
の
〝
学
び
〟

　

い
つ
の
時
代
に
も
大
切
な
「
人
間
力
」

の
育
成
を
追
求
す
る
学
習
院
大
学
で
は
、

約
70
％
の
授
業
が
１
ク
ラ
ス
30
名
以
下

（
24
年
度
実
績
）
と
い
う
少
人
数
教
育
。

き
め
細
や
か
で
質
の
高
い
教
育
を
実
現
し

て
い
ま
す
。

　
「
法
学
部
」
で
は
法
学
科
と
政
治
学
科

の
多
彩
な
科
目
を
相
互
に
広
く
履
修
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
法
学
科
で
は
国
家
公

務
員
Ⅰ
種
試
験
や
法
科
大
学
院
進
学
を
念

頭
に
置
い
た
演
習
科
目
な
ど
を
開
講
。
ま

た
、
最
短
５
年
で
司
法
試
験
を
受
験
し
、

合
格
を
目
指
せ
る
「
法
曹
コ
ー
ス
」
も
設

置
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
政
治
学
科
で
は
、

大
学
院
と
の
連
携
で
、
学
部
入
学
か
ら
５

年
間
で
修
士
号
を
取
得
で
き
る
「
特
別
選

抜
コ
ー
ス
」（
Ｆ
Ｔ 

ｃ
ｏ
ｕ
ｒ
ｓ
ｅ
）
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
「
経
済
学
部
」
で
は
、
現
代
社
会
に
お

い
て
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
対
し
て
経
済
学
・
経
営
学
の
立
場

か
ら
多
面
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
。
専
門
分
野

に
特
化
し
た
独
自
の
英
語
教
育
や
、
簿
記

検
定
の
合
格
を
目
標
と
し
た
資
格
系
の
科

目
な
ど
、
実
社
会
で
役
立
つ
講
義
も
豊
富

で
す
。

　

ま
た
、
一
流
の
研
究
者
に
し
て
一
流
の

教
育
者
が
揃
う
「
文
学
部
」
で
は
、
豊
か

（1） 秋季オープンキャンパス日程
令和７年（2025年）開催

【来場型】
　10月18日（土）PM・10月19日（日）
　（10月６日（月）17時より予約受付）
　・学長講演
　・入試説明会
　・在学生が案内するキャンパスツアー
　・図書館見学（目白・戸山キャンパス）
　・資料コーナー
　・模擬講義（10/18のみ）
　・教職員による個別相談コーナー（10/18のみ）
　・学生による個別相談コーナー
　・学生による企画（10/19のみ）

【オンライン】
　10月６日（月）～11月７日（金）

・ミニ講義動画
・予備校講師による入試対策講座
・バーチャルキャンパスツアー

　※�詳細は大学HPをご確認ください。

（2） 学習院大学の一般選抜
　３方式の活用で受験機会が拡大―

【コア試験】
○全学部全学科で実施
○試験科目は3科目
○いずれの学科も募集人員が最も多い

【プラス試験】
○�コア試験日以外に、もう1日ある日程
○�試験科目は基本3科目（2科目の学科あり）

【大学入学共通テスト利用入学者選抜】
○�大学入学共通テストの成績のみで合否判定
○�試験科目は学部・学科で異なるため注意

▼Check：�主体性を持って多様な人々と協働し
て学ぶ態度の評価は？

Web出願時に、「受験生本人に関する内容」を
100字以上500字以内で入力する（例：本学へ
の志望動機、今までに行った調査・研究、印
象に残った本、ボランティア活動など）。記載
内容は入学後の学びをサポートするためのも
ので、合否には影響しない。また、調査書は
合否判定に使用しない。

独
自
の
英
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
し
て
、

課
題
発
見
・
解
決
力
や
実
践
的
な
英
語
力
、

多
様
性
理
解
と
異
文
化
へ
の
対
応
力
を
身

に
着
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
を
学
ぶ
、
世
界
を
知
る
、

英
語
で
伝
え
る
新
学
部

「
国
際
文
化
交
流
学
部
」

　

２
０
２
６
年
４
月
、
学
習
院
大
学
は
、

現
在
の
学
習
院
女
子
大
学
国
際
文
化
交
流

学
部
を
６
番
目
の
学
部
と
し
て
統
合
・
共

学
化
し
ま
す
。
日
本
や
海
外
の
文
化
・
社

会
を
学
ぶ
と
同
時
に
英
語
力
を
高
め
る
、

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
が
特
徴
の
学
部
で

す
。

　

日
本
文
化
を
学
び
、
世
界
の
多
様
な
文

化
や
国
際
社
会
を
理
解
し
、
対
話
の
た
め

の
英
語
力
を
重
点
的
に
伸
ば
す
専
門
科
目

と
、
政
治
経
済
・
メ
デ
ィ
ア
・
環
境
な
ど

幅
広
い
課
題
を
探
求
す
る
学
部
共
通
科
目

で
、
人
間
と
文
化
へ
の
深
い
洞
察
力
を
備

え
、
文
化
交
流
と
相
互
理
解
を
通
じ
て
国

際
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
言
語
習
得
だ
け
で
は
な

く
、
体
験
を
通
じ
て
現
地
な
ら
で
は
の
多

様
な
学
び
を
実
現
す
る
海
外
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
、
海
外
協
定
校
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
同
時

授
業
な
ど
が
豊
富
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
全
学
共
通
科
目
」
や

「
副
専
攻
制
度
」
で

分
野
を
横
断
し
て
学
ぶ

　

学
習
院
大
学
で
は
、
学
生
の
多
様
な
興

味
に
対
応
す
る
た
め
、
他
学
部
・
他
学
科

の
分
野
も
学
習
で
き
る
「
基
礎
教
養
科

目
」
群
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

所
属
学
部
・
学
科
に
か
か
わ
ら
ず
、
自

由
な
選
択
で
他
分
野
の
最
新
の
知
見
に
触

れ
ら
れ
る
ほ
か
、「
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ

ン
Ⅰ
～
Ⅲ
」「
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
Ⅰ

～
Ⅲ
」
な
ど
自
分
と
世
界
の
か
か
わ
り
方

を
考
え
る
科
目
も
。
更
に
「
生
命
社
会

学
」「
宇
宙
利
用
論
」
と
い
っ
た
、
学
習

院
な
ら
で
は
の
文
理
融
合
科
目
で
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ま
な
ざ
し
を
育
て
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
副
専
攻

制
度
」
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、
日
本
語

教
師
養
成
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
の
現
代
に
不
可
欠
の
３
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

学
部
の
専
門
に
加
え
て
、
自
身
の
興
味
に

応
じ
て
強
み
を
伸
ば
せ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
隣
４
大
学
（
学
習
院
・
早

稲
田
・
立
教
・
日
本
女
子
）
連
携
に
よ
る

単
位
互
換
制
度
「
ｆ-

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
」

も
展
開
。
大
学
の
枠
も
超
え
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

究
極
の
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
メ
ン
タ
イ
」

　
「
就
職
に
強
い
大
学
」
と
し
て
も
定
評

が
あ
り
、内
定
率
は
98
・１
％
（
２
０
２
５

年
３
月
時
点
）。
そ
こ
に
は
、「
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
」
が
一
人
ひ
と
り
の
学
生
と
向

き
合
い
独
自
に
展
開
す
る
、
き
め
細
か
い

サ
ポ
ー
ト
体
制
が
あ
り
ま
す
。
新
入
生
を

対
象
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

に
始
ま
り
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー
で
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
重
視
し
た
議
論
型
の
講
座
を

多
く
実
施
。「
自
ら
考
え
る
力
」「
伝
え
る

力
」「
聴
く
力
」
を
養
い
ま
す
。
就
職
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
年
間
を
通
し
て
１
０
０

以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、〝
メ
ン
タ
イ
〟
こ
と

「
面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」。
30
年
以
上
の
歴

史
を
持
つ
伝
統
行
事
で
、
社
会
で
活
躍
す

る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
講
師
と
内
定
が
決
ま
っ
た

４
年
生
サ
ポ
ー
タ
ー
計
３
０
０
名
超
が
、

就
活
を
目
前
に
控
え
た
３
年
生
に
、
仕
事

観
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
創
り
、
就
職
活

動
の
準
備
か
ら
心
構
え
ま
で
を
伝
授
し
ま

す
。
先
輩
か
ら
後
輩
へ
、
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
取
り
組
み
が
、
質
の
高
い
就

職
実
績
に
結
実
し
て
い
ま
す
。

戸山キャンパス

学習院大学

063 卓越する大学 学習院大学 062

東1号館


